
Q7-1-①

① 国政や自治体行政に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

医師会病院

医療経営が赤字になっている中、セキュリティの費用を担保し続けるのは医
療機関にとって負担がかなり大きいものであるため、診療報酬や継続支援と
しての補助金など医療全体を守る取り組みを国政・行政でご検討いただきた
い。

医師会病院
グループ病院など規模の大きい組織のおいては、費用・人材面など対処の
使用があるが、単独の中規模病院においては費用・人材面とも不安なため補
助金制度や人材派遣・紹介などの支援が必要と感じます。

医師会病院
補助金の交付　物価高騰によって支出が増えているが病院の収入は診療報
酬で決まっているため経費の使い道にプライオリティーを付けるとサイバーセ
キュリティ対策までまわらない。

医師会病院

・データバックアップのための公的なクラウドストレージの整備と医療情報の標
準仕様化
・マイナンバー制度の総合的な見直しと登録・利用の義務化
・FAXを利用しない医療情報連携、患者中心に医療情報・診療情報を共有
できる仕組み構築

医師会病院 必要な対策を行うための補助金

医師会病院 サイバーセキュリティ対策費の補助金

医師会病院
医療機関においては、他業種に比べ情報システムに精通した人材の確保が
難しい状況にあります。そのため、人材確保を図る目的で補助金等を新設し
ていただきたいです。

医師会病院

政府は2030年を目途に全ての医療機関の医療情報を共有できる電子カル
テの構築（医療情報の共通プラットフォーム）を目指しており、既にそのロード
マップ（工程表）も開示されています。
今後、クラウドベースによる全病院的な電子カルテが整備されることで、サイ
バーテロからの脅威に備えた安心安全なシステムが、医療機関毎に個々で
負担を強いられることなく利用可能になることを期待しています。
院内における経営幹部会議においても病院が担う当該コストの捻出は既に限
界を超えている感もあり、現在国が推進している医療DXと並行して是非、実
現に向けて取り組んで欲しいと願っています。

医師会病院
医療DXになっても経費が膨らむだけで、人件費は減らない。医療提供側にメ
リットがあるようにしてほしい。

医師会病院
どこまでセキュリティに対して厳しく設定するかの指南と、それにかかる費用の
負担。

医師会病院

医療DX推進にあたり、サイバー攻撃による診療停止リスクを最小化するた
め、国や自治体には医療機関の実情に即した補助金制度の拡充を希望しま
す。特に、中小規模病院や診療所が最新のセキュリティ機器や監視体制を
導入できるよう財政的支援を強化していただきたいです。また、標準化された
セキュリティ指針やガイドラインを策定し、定期的な無償研修や演習会を全
国で開催することで、現場での実践的な対応力を高められる仕組みを構築し
ていただきたいです。
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Q7-1-①

① 国政や自治体行政に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

医師会病院

行政にLGWANがあるように医療機関を結ぶ専用のネットワークが必要であ
る。もしオン資確認のネットワークがIPV6網で構築されそのネットワークから
WANに抜けるようなネットワークを構築してほしい。医療機関や地連NWでセ
キュリティ対策を行うには限界がある。

医師会病院

診療報酬にセキュリティを含めた対応を望む。現状の医療DX推進体制整備
加算はあまりにも点数が低すぎて、その体制を整える費用を考えると体制を
整えれば整えるほど赤字になる。
また、古いOSでも最新のウィルスソフトが稼働できるようセキュリティベンダー
を補助してほしい。

医師会病院

国の施策として昨年 「サイバーセキュリティ確保事業」を実施し、院内におけ
る現状のリスクや問題点などの確認は行ったが、肝心な対策については院内
で費用を全て負担する形となっているのでなかなか進めることができていな
い。
対策を行う為の費用について助成が欲しい。

医師会病院

医療情報管理士、診療情報管理士への業務確立、職域確保の充実
サイバーセキュリティーシステム構築、維持に関する一定以上の基準を設け
診療報酬に反映してほしい。
一定以上の施設基準(管理体制、設備・体制基準等)に対する補助金制度
を始めてほしい。
レベルに応じたセキュリティー研修会の実施

医師会病院 病院経営が厳しい為、費用の補助があれば助かります。

医師会病院

担当者を対象とするのではなく、病院の管理側を対象とした研修を行ってい
ただき、管理側と担当者が息を合わせて病院職員に徹底をさせていく事がで
きる体制を整えてほしい。
例えば、医師の個人PCに対しての問題は多々あれども、幹部も医師であり医
師は仁義で成り立つもの？である古い考え方もあり、医師を対象とした改革は
進みにくい。
担当は現場を向いて仕事をしたい。幹部は国が振り向かせてほしい。

健診センター サイバー攻撃で被害が発生した事例の提供

健診センター 金銭的支援

健診センター

国や自治体には、医療機関の規模を問わず導入しやすい統一的なセキュリ
ティ基準の提示と、対策費用への補助制度の拡充を望む。また、専門人材
の不足を補うため、地域医療情報支援センター等を通じた技術支援や緊急
時の相談体制の整備が必要である。日本医師会や各医師会には、事例共
有や研修の場を設け、現場の意識向上と知識の底上げを図ってほしい。

健診センター

個人情報の漏洩が発生した場合の報告義務や対応について、ガイドラインな
どで明確に示し、医療機関を支援していただきたい。
専門的知識も必要であるため専用の相談窓口（アドバイス）の設置をしていた
だきたい。

健診センター
医療現場の経営が難しい中で電子カルテのセキュリティー費用などが負担に
なっているので整備費だけでなく継続的な支援金(補助金)が必要と思う。
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Q7-1-①

① 国政や自治体行政に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

健診センター 医療分野でのVPNの無償化（装置及び維持費）

医師会病院
・標準化されたセキュリティガイドラインの策定と周知
・サイバー攻撃発生時の迅速な情報提供と対応支援
・医療データ保護に関する法律や規制の明確化

検査センター

幸いにも現在までサーバー攻撃された経験がなく、また、ネットワークと直接
接続していないシステムのため、セキュリティ対策をどの程度準備しておくべ
きか、把握していないのが現状であり、オンライン講習会や各種資料が準備
されているのに活用できていなかったのは残念である。もっと広く周知できるよ
うな体制作りをお願いしたい。

検査センター

費用負担の軽減と補助の充実（サイバーセキュリティ対策に必要なシステム
導入や、外部専門業者によるセキュリティ診断・コンサルティング費用への補
助金制度の拡充）
厚生労働省などが策定する「安全管理に関するガイドライン」について、実務
者向けに分かりやすいチェックリストや実践的な手順書の作成、継続的な情
報提供を希望します。

検査センター 発生したサイバーインシデント事例の対応や反省点の共有

検査センター

ベンダーがサイバーセキュリティ対策費用として多額の費用（サーバー機器
の更新とOSアップデートに使うと）を病院に負担させようとしてきています（当
院の場合は富士通Japan株式会社）。当院の医療情報システムは来年度更
新を予定したにも関わらず半年の試用期間で1,600万円もの負担をせまって
きましたしかも10月実施を7月に。到底、承引しかねる内容だと考えられま
す。ベンダーへの過度のユーザーへの圧力を阻止していただきたいです

健診センター
D X化で効率の良い医療環境になるのは賛成だが、業務に支払うランニング
コスト等の負担が多くなるため、診療報酬等でカバーしてもらいたい。

検査センター
認識していないだけかもしれませんが、サイバーセキュリティーに関する通知
や教育講演、支援機などあれば準備に取り掛かりやすいと考えます。

健診・検査複合体

医療DXの進展に伴い、地方の健診検査センターにおいても個人情報や医療
データの安全管理は喫緊の課題です。国や自治体には、標準化されたセ
キュリティ指針の提示と実効的な支援策を期待します。特に地方都市・函館
のように専門人材の確保が難しい地域では、自治体や医師会を通じた研修・
相談窓口の整備、最新の脅威情報の迅速な共有、さらには中小規模施設で
も導入可能な補助金や共同利用型のセキュリティ基盤の提供が不可欠で
す。医療機関が本来業務に専念できるよう、行政と医師会による継続的かつ
現場に即した支援を強く望みます。

健診・検査複合体
情報共有の体制構築や、必要に応じた通信状況の把握・分析といった協力
体制の構築

健診・検査複合体

医療現場のサイバーセキュリティについては、より具体的な指導を望みます。
保健所の立ち入り検査等では厚生労働省が用意したチェックリストで確認さ
れ、不適当となった項目については是正勧告されますが、具体的な改善方
法については十分なアドバイス等はいただけない状況であると思います。厚生
労働省のテンプレート等を用いてセキュリティに関する規定等を作成したとし
ても、形式上はクリアできても実際にサイバー被害に対処できるかというと大
きな不安を感じます。
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Q7-1-①

① 国政や自治体行政に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

健診・検査複合体

・医療DXを推進することは良いが、設置者・利用者ともにニーズがないことを
推進するには疑問があります。また、電子処方箋を行うためのHPKIカードの発
行が大幅に遅れているなど、実施準備が整わないことにも憤りを感じます。
・医療機関におけるIT人材は他業種に比べると非常に少ないと感じます。（待
遇面で劣ってることも原因と思います。）医療DXを進めると同時に管理する人
材確保の面でも法整備（専従者を義務化とする等）や補助（専従者に対する
補助金）などの拡充を期待します。

健診・検査複合体 公的な費用援助

健診・検査複合体

この質問に回答できる人間が大半の医療機関にはいないという現実を理解し
ていただきたい。
サイバーセキュリティチェックシートの内容も同様でそれを理解できる人材は
中規模以上の病院のみと考える。　ボトムアップから開始して欲しい。

健診・検査複合体
少ない利益の中、セキュリティシステムを構築・保守管理していくには負担が
大きい。単体では無理。国や行政の補助が必要である。

健診・検査複合体
悩みとして、固定的なシステムベンダーに頼っている現状があり、対策もその
ベンダーの持っスキルとやる気に寄りかからざるおえない状況にもあります。
費用負担（補助）の問題も含め、ワンセットで解決できればと思います。

健診・検査複合体
煩雑さを増すセキュリティー対策に対して、補助金等で支援して欲しいと切に
願います。

健診・検査複合体
外部・内部のネットワーク分離がクラウドサービスへの介入に遅れを感じてい
る。クラウドサービスを利用している前提のガイドラインの見直しを望む。

健診・検査複合体 特に無し。

健診・検査複合体

サイバーセキュリティ対策チェックリストは年々強化されていますが、例えば、
サーバーやクライアント端末、ネットワーク機器などのOSやファームウェアを常
に最新の状態に保つには、相応の費用がかかります。自分の身を守るためで
あることは重々承知ですが、対策を急かすのであれば、国などからの資金的
な支援が不可欠ではないでしょうか。

健診・検査複合体
サイバーセキュリティに関する人材育成のための費用、人材確保のための費
用、システム導入にかかる費用など、この3点に関する補助金の拡充をお願
いしたいです。

健診・検査複合体 サイバーセキュリティ対策強化のための補助金
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Q7-1-②

② 日本医師会や都道府県・群市区医師
会に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

医師会病院
各医療機関の声を広報していただき、然るべきところに伝える活動をこれから
の是非お願いいたします。

医師会病院
人材教育において、セキュリティ・ネットワーク等の知識向上のための講演会
などの開催を希望します。

医師会病院 地区独自システム（医療連携等）の乱立をやめていただきたい

医師会病院
医師会として物品やソフトをまとめて購入して仕入れ単価を下げる、使用する
ソフト等について方針を決めてもらえると動きやすいと思う。（医師会関連施設
では○○の電子カルテを使用する等）

医師会病院 サイバーセキュリティ対策費の補助金

医師会病院 特にありません。

医師会病院
上記、医療情報の共通プラットフォーム化に向けて、国政や自治体だけでな
く日本医師会や都道府県・郡市医師会も、ともに協力して進めて欲しいと願っ
ています。

医師会病院 特になし

医師会病院

地域の医療機関の規模や体制に応じたサイバーセキュリティ対策の普及啓
発を期待します。会員が参加しやすい無料の講習会や情報共有の場を定期
的に設け、最新の脅威動向や実際のインシデント事例を分かりやすく提供して
いただきたいです。また、専門的な知見を有する人材との相談窓口を整備
し、セキュリティ診断や訓練を共同で受けられる体制の構築をご支援いただ
きたい。
あわせて、国の補助金・助成金に関する情報を迅速かつ的確に周知し、申
請手続きの支援を行っていただくことで、現場が安心してDXを推進できる環
境の整備をお願いしたいです。

医師会病院
WebORCAは非常に利便性の高いシステムと思われる。中小病院用の電子
カルテでクラウドネイティブ型を構築して頂けると非常に助かると思う。

医師会病院

他の病院がどのようなツールや対応をしているのかをもっと知りたいが、医師
会が発信している情報セキュリティ用のサイトなどを私は存じ上げていなかっ
た。今後確認するとして、コンテンツとして、例えばある病院のセキュリティ構
成をざっとでも紹介するとか、良さそうなツールがあれば紹介するといったもの
があると助かる。

医師会病院

国の施策として昨年 「サイバーセキュリティ確保事業」を実施し、院内におけ
る現状のリスクや問題点などの確認は行ったが、肝心な対策については院内
で費用を全て負担する形となっているのでなかなか進めることができていな
い。
対策を行う為の費用について助成が欲しい。
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Q7-1-②

② 日本医師会や都道府県・群市区医師
会に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

医師会病院

医療情報管理士、診療情報管理士への業務確立、職域確保、処遇改善へ
の国政への働きかけ
サイバーセキュリティーシステム構築、維持に関する一定以上の基準を設け
診療報酬へ反映できる申請を行なってほしい。
一定以上の施設基準(管理体制、設備・体制基準等)に対する補助金制度
を各都道府県に働きかけて安心できる職員環境体制作りを構築してほしい。

医師会病院 特にない

医師会病院
①と同義。なんでもかんでも担当に病院内での動きを任せず、幹部が能動的
に動く体制を整えてほしい。

健診センター
当会センターは現在、学童検診の会場としてのみ使用しており、医師会員に
よる共同利用施設としての役割は果たしていないように思われます。脱退の
手続き等、ご指示いただけますとありがたいです。

健診センター 推奨システムの提供

健診センター 金銭的支援

健診センター

医療DX推進に伴い、現場ではセキュリティ対策の知識や人材が不足してい
るため、日本医師会や都道府県・郡市区医師会には、実践的な研修やオン
ライン講座の充実を期待する。また、被害事例や対策の共有、専門業者との
連携支援など、地域医療機関が安心して取り組める環境づくりを進めてほし
い。特に中小医療機関では費用や技術面の負担が大きいため、補助制度や
共同対策モデルの構築を通じて、地域全体でのセキュリティ水準の底上げを
図る取り組みをリードしてほしい。

健診センター
・勉強会等の開催
・個別相談
・セキュリティベンダー等の紹介

健診センター

医療機関の管理者や職員に対して、サイバーセキュリティの重要性や最新の
脅威、具体的な対策について、定期的な研修や情報提供をしていただきた
い。
専門的知識も必要であるため専用の相談窓口（アドバイス）の設置をしていた
だきたい。

健診センター
医療DXが進む中で業務の効率化を目指すことは良いが、医療従事者が都
市部へ集中しており、へき地の医療が崩壊している中での支援対策を国や県
と折衝して地方の医療従事者が誰一人取り残されないようにしてほしい。

健診センター 医療分野でのVPNの無償化（装置及び維持費）

医師会病院
・医療現場向けのセキュリティ啓発や研修の実施
・情報共有のネットワーク構築と被害事例の周知
・最新技術や脅威情報の定期的な提供

検査センター
どの程度対策すべきか、攻撃された時の対応はどうすべきか、マニュアル化
や講習会の開催等を行っていただきたい。
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Q7-1-②

② 日本医師会や都道府県・群市区医師
会に望むこと
（自由記載、300字）

回答内容

検査センター
医療従事者や事務職員向けに実践的で手軽に参加できる継続的な研修プ
ログラムの提供や、サイバーリスクに対処できるようインシデント事例や最新の
脅威情報を迅速に共有する仕組みの構築。

検査センター 地域クリニック等医療機関を対象とした定期的な勉強会

検査センター 国政や自治体に望むことと同じです。

検査センター
できれば日本医師会から通知という形で様々な情報を展開してもらえると助
かります。

健診・検査複合体

日本医師会や都道府県・郡市区医師会には、医療DXに伴うサイバーセキュ
リティ対策について、会員施設の規模や地域差を踏まえた具体的支援を望
みます。大規模病院と比べ、健診検査センターなど中小規模施設は専門人
材や予算に限りがあるため、標準的なマニュアルや実務的なチェックリストの
整備、定期的な研修・演習機会の提供が不可欠です。また、全国レベルで
収集したサイバー攻撃事例や脆弱性情報を地域医師会を通じて迅速に共
有し、早期対応を可能にしていただきたいと考えます。さらに、会員間で活用
できる共同セキュリティサービスや相談窓口を整備し、地域全体の安全性向
上につなげていただくことを期待します。

健診・検査複合体
情報共有の体制構築や、必要に応じた通信状況の把握・分析といった協力
体制の構築

健診・検査複合体
DX関連の専門部門などがあれば、各施設の問題など専門的なアドバイスや
信頼のおけるシステム会社などの紹介などを受けてみたい。また、医療機関
へのサイバー攻撃の実態などの情報を確認したい。

健診・検査複合体 更なる情報提供

健診・検査複合体 ①同様

健診・検査複合体 国や行政に対し、費用補助を訴えていただきたい。

健診・検査複合体 ①と同様です。

健診・検査複合体
インシデント発生時の水平展開を希望。事例や対応方法など共有できると助
かります。

健診・検査複合体
医師会共同利用施設として、保健所監査の際に、会員の施設から問い合わ
せが多いが、用途が違う為に、答える事が出来ない場合が多いので、対応出
来る分かりやすいマニュアルを提示して欲しい。

健診・検査複合体 特になし
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